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学位論文内容の要約 

 

 

学位論文題目 

北海道における Candida albicans臨床分離株の 

抗真菌薬感受性についての検討 

～難治性、再発性口腔カンジダ症との関連性～ 
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口腔カンジダ症は口腔常在菌である Candida 属菌種（主に Candida albicans）による日

和見感染症である。Candida は宿主の加齢や薬剤による免疫機能の低下、口腔乾燥や義歯

の使用によって増殖し、口腔内の疼痛や味覚異常などの様々な症状を引き起こすことが知

られている。病原微生物の薬剤耐性は世界的に非常に問題であり、カンジダ症においても同

様に抗真菌薬が効かない薬剤耐性が問題になってきている。また、口腔カンジダ症の治療は、

多くの症例では抗真菌薬投与で症状の改善が期待できるが、その一方、抗真菌薬投与で症状

の改善しない症例（難治性）や数カ月後に症状の再燃がみられる症例（再発性）も少なくな

い。原因は、宿主側に原因があるとされているが、詳細は分かっていない。組織破壊酵素活

性などの Candida 自体の病原性の違いも原因の一つとの報告があるが、他の病原性、例え

ば、薬剤耐性についての報告は少ない。そこで、われわれは今回、C. albicans 臨床分離株

を使用し、抗真菌薬感受性の比較、検討を行った。また、臨床分離株の中で、口腔カンジダ

症と診断された患者において治療効果別に薬剤感受性の違いについても比較、検討を行い、

さらなる治療効果向上のための因子を探索することにした。 

 

対象患者は、2020～2021 年に口腔内の疼痛や違和感、味覚異常、口腔粘膜異常を主訴に

北海道大学病院歯科診療センターを受診し、真菌培養検査を実施、同意を得た患者から採取

した。臨床分離株は口腔カンジダ症（OC）と非口腔カンジダ症（nOC）に分類した。また、

抗真菌薬治療に対する反応を 14 日間の治療後と症状改善後の経過に基づいて評価し、治療

効果判定を治癒群と予後不良群の 2 群に分類した。標準株と臨床分離株の抗真菌薬感受性

は National Committee for Clinical Laboratory Standards（NCCLS）により推奨されて

いる M27-A3 ブロス微量希釈法で測定した。 

 

臨床分離株の多くは、いずれの抗真菌薬に対しても比較的、感受性を示した。ただ、北海

道における臨床分離株の抗真菌薬感受性で、薬剤間に耐性出現率に違いが認められた。また、

OC 由来株とｎOC 由来株の間での耐性株の出現率には、有意な差は認めず、薬剤耐性は北

海道における口腔カンジダ症発症の有意な因子とは見出すことは出来なかった。また、治療

効果別の結果より、治癒群と予後不良群の耐性株の出現率に有意な関連を認めたことから、

C. albicans 臨床分離株の薬剤耐性が治療効果に関係し、薬剤耐性が口腔カンジダ症治療の

予後の有意な因子であることを示唆していると考えられた。 

 


